
特定操作により正常に音声再生ができなくなる件に関して 

 

タイムライン上のクリップにオーディオミキサーでキーフレームを設定した後、ある特定の操

作（症状が発生する操作①、②）にて音声が正常に再生できないことがあります。 

回避方法として以下の操作を実行してください。 

＜症状発生操作①＞ 

オーディオミキサーを使用してキーフレームを設定したクリップに、トリムしてキーフレーム

を消してしまう操作を行なった後に、消されたキーフレームを復活させる操作を行なうと、一

旦消されたキーフレームは再表示されるが、設定内容は再現されない。 

 

例１） フェードインを設定したクリップの先頭を、フェードイン終了点のキーフレームが消え

るまで右トリムして一旦再生させる。 

その後最初の状態に戻すと正しくフェードインしなくなる。 

 

例２）フェードインを設定したクリップのフェードイン終了点が消されるように別のクリップ

を上書きして一旦再生させる。 

その後最初の状態に戻すと、前にクリップを貼った場所から音が出なくなる。 

 

●予防と対処方法 

発生を防ぐためには下記１，２の予防方法を行ってください。 

発生した場合には３の方法で対処してください。 

 

１．トリム後にオーディオキーフレームを設定する。 

２．一旦消したキーフレームを復活させるような操作をしない。 

３．音が出なくなる症状が発生した場合、そのクリップに対してキーフレームを再度設定する

操作（キーフレームの追加、変更、上書き等）を行なってください。 

 

＜症状発生操作②＞ 

タイムラインとクリップの DF,NDFが異なる場合、オーディオミキサーを使用してキーフレー

ムを設定したクリップをトリムして後ろに伸ばすと伸ばした部分のオーディオが、前に伸ばす

とクリップ全体のオーディオが再生されない場合がある。 

 

●予防と対処方法 

発生を防ぐためには下記１，２の予防方法を行ってください。 

発生した場合には３の方法で対処してください。 

 

１．タイムラインとクリップの DF,NDFを一致させる。 

２．トリム後にオーディオキーフレームを設定する。 

３．音が出なくなる症状が発生した場合、そのクリップに対してキーフレームを再度設定する

操作（キーフレームの追加、変更、上書き等）を行なってください。 


